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　12月定例会が12月10日から20日までの11日間の会期で開催されました。
条例制定5件、条例改正2件、補正予算9件、請願4件、その他2件が提案され
ました。また、最終日には意見書3件が追加提案されました。

とこたっま決で会例定月12

会　計　名 総　　　額

国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

介護保険特別会計補正予算（第3号）

地域包括支援センター特別会計補正予算（第3号）

簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）

下水道事業特別会計補正予算（第3号）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

32億2,926万1千円

2億296万円

17億3,077万1千円

2,706万6千円

2億3,205万3千円

13億5,306万6千円

2億6,836万6千円

6,778万8千円

563万8千円

70万3千円

歳入財源の組替え

137万6千円

歳入財源の組替え

130万9千円

上水道事業会計補正予算（第2号）
2億6,442万3千円
2億3,361万2千円
2億1,096万3千円

収益的収入
収益的支出
資本的収入

300万円
434万円

146万3千円

補　正　額

◆国民健康保険特別会計補正予算
　一般会計繰出金として5千万円が計
上されている。平成21年度の貸付返済
ということだが、国保税の負担は市民
に非常に重いものとなっており、払い
たくても払えない世帯が増えている。
市としてやるべきは、一般会計から国
保会計への法定外繰入も含め、市民の
負担軽減に努めるべき。
　また、繰出金の財源として国保財政
調整基金から繰入を行っているが、基
金は市民の負担軽減や国保会計安定の
ために使うべき。
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とこたっま決で会例定月12

新たに子ども・子育て新たに子ども・子育て

改修予定の議場

1億904万1千円を追加総額117億1,022万4千円に1億904万1千円を追加総額117億1,022万4千円に

◆一般会計補正予算
　国民健康保険特別会計繰入金として5千万円が計
上されている。平成21年度の貸付返済ということ
だが、国保税の負担は市民に非常に重いものとな
っており、払いたくても払えない世帯が増えている。
市としてやるべきは、一般会計から国保会計への
法定外繰入も含め、市民の負担軽減に努めるべき。

おもな補正予算

安心子ども基金事業費補助金（子ども・子育て支援事業）

安心こども基金保育サービス等充実事業費補助金

安心こども基金事業費補助金（保育士等処遇改善事業）

地域医療救護体制整備事業補助金

医大南部区画整理地内分譲地売買代金

高額療養費・医療保険支給分（重度心身障害者医療費）

350万円

438万5千円

360万2千円

828万円

3,005万7千円

1,510万円

歳　入

田富庁舎維持管理事業（議場改修工事）

重度心身障害者医療費助成事業

保育園施設整備事業（玉穂保育園）

地域医療救護体制整備事業（備品購入費）

土地改良施設等基盤整備事業（県営湛水防除負担金）

甲府地区広域行政事務組合消防事業負担金

市道1023・4042号線改良事業

田富中学校施設整備費（手すり等工事）

602万1千円

1,768万1千円

1,600万円

831万8千円

1,425万円

386万4千円

570万円

332万9千円

歳　出

平成平成2525年度年度　一般会計補正予算（第一般会計補正予算（第4号）号）平成25年度　一般会計補正予算（第4号）
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とこたっま決で会例定月12

条例制定

　簡素で効率的な組織体制を目指し、部制等を廃止することにより現にある中央市行政組織条例
を廃止し、同条例名により新規制定する。
［おもな内容］
・部制の廃止　・危機管理室を危機管理課に格上げ　
・情報政策に関すること（総務課→政策秘書課）
・交通安全に関すること（総務課→危機管理課）
・開発行為および建設指導に関すること（建設課→都市計画課）

中央市行政組織条例 施行期日　平成26年4月1日

　地方税法の改正に伴い市税にかかる延滞金の割合を見直したことから、これに準じ市税以外の
市納付金に係る延滞金の割合等について改正するため市の条例として制定する。
［おもな内容］
・税外収入金、市営住宅家賃
　年14.6％→特例基準割合+7.3％（納期限後1月以内7.3％→特例基準割合+1％）
・介護保険料
　年14.6％→特例基準割合+7.3％（納期限後3月以内7.3％→特例基準割合+1％）
・下水道受益者負担金
　年14.5％→特例基準割合+7.25％（納期限後1月以内7.25％→特例基準割合+1％）
　延滞金の割合については、都市計画法75条第4項の規定による。
・後期高齢者医療
　年7.3％→特例基準割合+1％
・延滞金計算等
　延滞金を徴収する要件として納付金額が2,000円以上の場合とし、延滞金の額の端数計算として
　100円未満を切り捨てることとし、その額が1,000円未満の場合は徴収しないこととする。

延滞金の割合等の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例 施行期日　平成26年1月1日

　消費税法の一部を改正する等の法律および地方税法ならびに地方交付税法の一部を改正する法律
の規定により、消費税率が引き上げられることから、関係条例の整理に関する条例として制定する。
［おもな内容］
　消費税率が平成26年4月1日から8％に引き上げられることから、消費税等の課税対象となる各種料
金等について、消費税等相当額の引き上げを行う。

消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う関係条例の整理に関する条例 施行期日　平成26年4月1日

　子ども・子育て支援法第77条第1項の規定する市町村等における合議制の機関「中央市子ども・子
育て会議」の設置条例として制定する。
［おもな内容］
　子ども・子育て関連3法の改正に基づく市町村等における合議制の機関「中央市子ども・子育て会
議」の設置について市条例に定める。

中央市子ども・子育て会議条例 施行期日　公布の日から施行する。

　行政組織機構の見直しに伴い関係条例の整理に関する条例として制定する。
［おもな内容］
行政組織機構の見直しに伴い関係条例の所要の改正

行政組織機構の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 施行期日　平成26年4月1日

税外収入金とは
分担金、使用料、加入金、
手数料及び過料その他公
法上の市税外収入金
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とこたっま決で会例定月12

　配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関する法律の一部改正により、法の題名改称が
行われたことに対する引用箇所を改正する。
［おもな内容］
　配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関する法律
　　　　　　　　　　　　↓
　配偶者からの暴力の防止および被害者の保護等に関する法律

中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例中改正 施行期日　平成26年1月3日

①地方税法の改正に伴う改正
②道路法施行令の改正に伴う改正
③消費税法の改正に伴う改正
［おもな内容］
①延滞金の割合について、年14.5％→特例基準割合+7.25％
（納期限後1月以内7.25％→特例基準割合+1％）
②道路法施行令の一部改正により、太陽光発電設備等および津波避難施設は、道路の占用許可対
　象物件となり、第7条第2号以降は繰り下げられたため、道路法施行令の引用箇所の改正を行う。
③消費税率が平成26年4月1日から8％に引き上げられることから、消費税等の課税対象となる各
　種料金等について、消費税等相当額の引き上げを行う。

中央市道路占用料徴収条例中改正の件 施行期日　平成26年1月1日
ただし、消費税にかかわる
部分は平成26年4月1日から
施行する

条例改正

◆消費税および地方消費税率の引き上
　げに伴う関係条例の整備に関する条
　例制定
　国は増税で景気が悪くなるとして、
法人税減税などに加え、国債を発行し
公共事業に5.5兆円の経済対策を補正した。
この事実だけでも財政再建という消費
税増税の口実は破綻している。
　消費税増税は、社会保障の充実と財
政再建を両立させるとのことだが、年
金切り下げ、医療・介護の負担増で国
民の暮らしは一層困難となる。
　このような社会状況での消費税増税は、
消費が冷え込み、景気をますます悪化
させるだけで消費税増税は中止しかない。
こうした中、公共料金の引き上げは物
価高騰の引き金になる。負担する市民
の生活を考えると、消費税増税を反映
しないことが必要と考える。

　当該年の前年に租税特別措置法
第93条第2項の規定により告示され
た割合（現在1％）に年1％の割合
を加算した割合。

特定基準割合とは
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とこたっま決で会例定月12

・請願者
　山梨県弁護士会　会長　東条正人
・紹介議員　田中一臣　名執義
・審議結果　採択（全会一致）

取調べの可視化（取調べの全過程の録画）の速やかな実現を求める請願

山梨県に対して、「重度心身障害者医療費助成制度」の窓口無料の
維持を求める意見書を提出することを求める請願
・請願者
　重度心身障害者医療費助成制度を守る会
　宇藤健司　北嶋恒男　土屋　始　三浦雅子
・紹介議員　木下友貴
・審議結果　不採択

（不採択とした理由）
　本年6月定例会において、窓口無料化方式から自動償還
方式へ変更する内容の「重度心身障害者医療費助成条例」
の改正を、すでに議決しているため、不採択とすべきとの
意見があり、採決の結果、不採択とすべきものと決定した。

討　論
　山梨県は窓口無料化を廃止し、自
動還付方式に変更するとしている。
自動還付方式では約3カ月経たない
とお金が戻らないため、低収入・無
収入の人が多い障がい者に、さらな
る負担を押し付けることになる。医
療費上昇を抑えるためのペナルティ
こそ廃止すべきであり、制度をこの
まま維持すべき。

・提出議員　河西　茂
・賛成議員　田中輝美　福田清美
・要旨

・提出先　衆議院議長　参議院議長
　　　　　内閣総理大臣　法務大臣

取調べの可視化（取調べの全過程の録画）の速やかな実現を求める意見書

　取調べの可視化は、密室での取調べに伴って、
発生しやすい捜査官の暴行・脅迫・利益誘導な
どによる自白強要を予防する効果が認められ、
現在も後を絶たないえん罪の防止にも不可欠な
ものであり、現在の捜査官が任意に行う一部のみ
の録画では、公正さを欠く恣意的な運用であると
の非難を免れない状況にある。
　すでに裁判員裁判が実施されて3年以上を経過
していることを鑑みても、取調べの全過程の録
画を速やかに開始し、取調べの可視化を実現す
るよう意見書を提出するもの。

［12月20日可決　議会から国へ提出］

可視化についてのパンフレット
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とこたっま決で会例定月12

・請願者
　山日会　会長　渡辺正志
　山静信越産経会山梨県地区会　会長　丸山康夫
　山梨県朝日会　会長　古屋澄夫
　山梨県日経会　会長　古屋澄夫
　山梨県毎日会　会長　三枝久人
　山梨県読売会　会長　藤本恭助
　山梨県新聞販売商業協同組合　理事長　赤坂征幸
・紹介議員　小沢　治　　・審議結果　採択

新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書の採択を求める請願

討　論
　本請願は消費税増税を前
提としており、かつ「景気
回復に向けた経済政策」と
して消費税増税を評価して
いるため、賛同できない。

・提出議員　河西　茂　　・賛成議員　田中輝美　山村　一
・要旨
　新聞はさまざまなニュースや情報を伝え、多角的な意見や評論を提供している。近年は文字離れや活字
離れによるリテラシーの低下が問題となっており、国力の低下や国際競争力の減退につながる恐れがあり
ます。
　現在、日本政府は景気回復に向けた経済政策を展開し、消費税増税も予定している。欧州各国では新聞
などには民主主義を支える公共財として、ゼロ税率や軽減税率を適用し、消費者負担を軽くしている。消
費税増税は家計を圧迫し、新聞の購読中止を招くことが懸念され、リテラシーの低下に拍車がかかり、社
会不安を招きます。政府は課税品目に例外をつくることに慎重だが、品目ごとに複数税率が導入されてい
る国は少なくありません。複数税率の導入と、新聞への軽減税率を適用するよう、意見書を提出するもの。
・提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣

新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書
［12月20日可決　議会から国へ提出］

　山梨県では平成20年4月から利用者の利便性向上を図るため、障がい児者に対する医療費の窓口無料化
を開始し、現在に至っているが、国では、医療費助成制度の現物給付は、安易な受診の助長につながると
の理由から実施している地方自治体に対し、ペナルティとして国民健康保険の国庫負担金の減額措置を講
じている。しかし、窓口無料化は障がい者にとって医療費助成の申請手続きが不要であるとともに、急病
時にも安心して医療機関の受診ができるため、早期治療や傷病の早期発見が可能となっている。また、障
がい者の自立と社会参加の促進は、大きな課題であり、基礎条件となる重度心身障がい児者の健康を保持、
増進するための医療費助成について、拡充強化を図っていく必要があります。したがって、窓口無料化に
対する国民健康保険国庫負担金等を削減するペナルティを廃止するよう、意見書を提出するもの。
・提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣

・提出議員　井口　貢
・賛成議員　設楽愛子　田中一臣
・要旨

国民健康保険の財源である定率国庫負担金及び調整交付金の減額
調整（ペナルティ）廃止に関する意見書
［12月20日可決　議会から国へ提出］

・請願者
　中央市身体障害者福祉会　会長　馬場正江
　中央市聴覚障害者協会　会長　秋山隆晴
・紹介議員　福田清美　名執義　　・審議結果　採択（全会一致）

国民健康保険の財源である定率国庫負担金及び調整交付金の減額
調整（ペナルティ）廃止に関する請願
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平成25年12月定例会審議結果 ○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）

平成
25
年度
補正
予算

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

請願
審査

組合規約の
変更及び
財産処分

意見書

可
決○○●○○○○○○○○○○○○

条例
改正
制定

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

とこたっま決で会例定月12

・中央市行政組織条例制定の件

・行政組織機構の見直しに伴う関係条例の整理に関
　する条例制定の件

・延滞金の割合等の見直しに伴う関係条例の整備に
　関する条例制定の件

可
決○○●○○○○○○○○○○○○

・消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条
　例の整理に関する条例制定の件

・中央市子ども・子育て会議条例制定の件

・中央市ひとり親家庭医療費助成金支給条例中改正の件

・中央市道路占用料徴収条例中改正の件

・一般会計補正予算（第4号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

・後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

・介護保険特別会計補正予算（第3号）

・地域包括支援センター特別会計補正予算（第3号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）

・下水道事業特別会計補正予算（第3号）

・農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

・上水道事業会計補正予算（第2号）

・青木が原ごみ処理組合を組織する地方公共団体の
　数の減少及び同組合規約の変更の件

・中央市の脱退に伴う青木が原ごみ処理組合の財産処分の件

不
採
択

●●○●●●●●●●●●●●●
・山梨県に対して、「重度心身障害者医療費助成制度」の窓口
　無料の維持を求める意見書を提出することを求める請願

採
択○○○○○○○○○○○○○○○

・取調べの可視化（取調べの全過程の録画）の速やか
　な実現を求める請願

採
択○○●○○○○○○○○○○○○

・新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書の
　採択を求める請願

採
択○○○○○○○○○○○○○○○

・国民健康保険の財源である定率国庫負担金及び調整
　交付金の減額調整（ペナルティ）廃止に関する請願

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

・取調べの可視化（取調べの全過程の録画）の速やか
　な実現を求める意見書（案）

可
決○○●○○○○○○○○○○○○・新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書（案）

可
決○○○○○○○○○○○○○○○

・国民健康保険の財源である定率国庫負担金及び調整交
　付金の減額調整（ペナルティ）廃止に関する意見書（案）



　
新
た
な
行
政
課
題
や
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
、
迅

速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
た
め
、
人
口
規
模
、

組
織
規
模
に
見
合
っ
た
組
織

と
な
る
よ
う
、
組
織
の
フ
ラ

ッ
ト
化
、
部
制
の
廃
止
等
に

つ
い
て
協
議
・
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
執
行
体
制
の
簡
素

化
と
意
思
決
定
・
事
務
処
理

の
迅
速
化
を
図
り
、
よ
り
効

率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
来
年
度
か
ら

部
制
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
12
月
を
滞
納
整
理
強
化
月

間
と
定
め
、
担
当
課
職
員
に

よ
る
「
対
策
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、
市
役
所
全
職
員
で

臨
戸
訪
問
を
行
い
ま
す
。
訪

問
期
間
中
は
、
諸
事
情
等
で

税
等
を
払
い
た
く
と
も
払
え

な
い
方
の
納
付
相
談
窓
口
を
、

平
日
は
夜
間
8
時
ま
で
、
土

日
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
風
景
づ
く

り
市
民
懇
談
会
よ
り
「
中
央

市
桜
の
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
市
民
プ
ラ
ン
の
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
、
景
観
計
画
策
定
委

員
会
を
設
置
し
、
景
観
形
成

の
方
針
、
形
成
地
区
の
設
定

や
、
建
築
行
為
等
の
届
出
の

必
要
な
規
模
、
制
限
基
準
の

協
議
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
に
は
実

効
あ
る
景
観
形
成
の
た
め
、

制
度
の
適
用
を
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
駅
の
位
置
や
詳
細
な
ル
ー

ト
が
示
さ
れ
、
新
山
梨
環
状

道
路
北
側
の
成
島
地
内
に
保

守
基
地
、
公
共
施
設
で
は
田

富
北
小
学
校
校
舎
が
ル
ー
ト

上
に
位
置
す
る
計
画
で
あ
る

こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
市

民
へ
の
積
極
的
な
分
か
り
や

す
い
情
報
公
開
を
行
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

　
リ
ニ
ア
駅
北
側
の
中
央
自

動
車
道
に
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
る

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
駅

周
辺
地
区
の
範
囲
を
、
南
北

は
中
央
自
動
車
道
と
新
山
梨

環
状
道
路
間
を
エ
リ
ア
と
し
、

東
西
は
駅
の
施
設
、
規
模
等

が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
決
定

す
る
方
針
で
、
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
話
会
で
出
た
意
見
等
に

つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
へ
要
望
活
動
等
を
行

い
、
市
の
リ
ニ
ア
効
果
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
し
っ

か
り
反
映
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

桜の里づくりプロジェクトで植樹
（千本桜駐車場）

告報政行の長市

9

中
央
市
長

田
中
久
雄

中
央
市
リ
ニ
ア

活
用
推
進
懇
話
会

各
施
策
の
進
行
状
況

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備

検
討
委
員
会

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
係

行
政
組
織
の
見
直
し

中
央
市
景
観
計
画

税
等
収
納
率
向
上
対
策



小
池
議
員
　
①
来
年
4
月
か

ら
8
％
に
な
る
消
費
税
の
本

市
の
財
政
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
へ
の
影
響
と
、
各
部

局
の
対
応
を
伺
う
。

②
消
費
税
増
税
に
伴
う
公
共

料
金
の
見
直
し
は
。
課
税
対

象
で
は
な
い
各
種
手
数
料
や

学
校
給
食
費
、
保
育
料
の
扱

い
は
。

市
長
　
①
24
年
度
決
算
を
基

に
試
算
を
行
っ
た
。
歳
入
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
や
学
校

給
食
費
の
負
担
金
、
公
共
施

設
の
使
用
料
、
国
・
県
支
出

金
の
う
ち
建
設
事
業
に
か
か

わ
る
も
の
等
約
8
千
5
百
万

円
、
0
・
7
％
の
増
。
歳
出

は
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、

補
助
金
等
約
9
千
6
百
万
円
、

0
・
8
％
の
増
の
見
込
み
。

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
各
部

局
に
は
安
易
に
増
額
要
求
せ

ず
精
査
す
る
こ
と
、
適
正
な

消
費
税
の
転
嫁
等
を
指
示
し

て
い
る
。

②
使
用
料
等
へ
の
適
正
転
化

の
条
例
改
定
案
を
上
程
し
た
。

国
は
地
方
公
共
団
体
の
手
数

料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の

改
定
の
要
否
を
検
討
し
て
い

る
。
動
向
に
注
視
す
る
。
保

育
料
は
26
年
度
分
を
見
直
す

予
定
は
な
い
。

教
育
長
　
②
給
食
費
は
食
材

費
の
高
騰
に
対
応
し
、
26
年

4
月
か
ら
の
最
小
限
の
値
上

げ
を
決
定
し
た
。

小
池
議
員
　
①
田
中
市
政
2

期
8
年
の
自
己
評
価
、総
括
は
。

②
次
期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬

に
対
す
る
考
え
と
決
意
は
。

市
長
　
①
総
合
計
画
を
策
定

し
、
福
祉
の
充
実
、
健
全
財

政
確
立
な
ど
に
全
力
を
傾
注

し
て
き
た
。
約
束
し
た
政
策

福
田
議
員
　
本
年
は
、
猛
暑

と
少
雨
が
続
き
、
農
作
業
に

お
け
る
水
や
り
に
は
苦
労
し

た
。
笛
吹
川
畑
地
か
ん
が
い

排
水
事
業
の
完
成
か
ら
、
10

年
以
上
が
経
過
し
た
。
新
た

な
対
応
が
望
ま
れ
て
い
る
。

①
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
定

置
配
管
の
新
設
は
。

②
地
域
給
水
栓
の
現
状
は
。

③
耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
要

因
は
。

④
農
業
委
員
会
に
よ
る
遊
休

農
地
所
有
者
に
対
す
る
指
導
、

通
知
、
公
告
、
勧
告
ま
で
の

現
状
と
対
策
は
。

⑤
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊

急
対
策
交
付
金
の
活
用
実
績

は
。

⑥
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
市
の
現
状
は
。

⑦
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団

体
に
よ
る
集
積
計
画
の
現
状

と
指
導
に
つ
い
て
。

農
政
観
光
部
長
　
①
土
地
改

良
区
と
協
議
し
、
工
事
費
を

自
己
負
担
し
て
定
置
配
管
を

利
用
で
き
る
。

②
23
年
度
、
地
域
給
水
栓
の

加
入
は
75
・
9
㌶
で
、
24
年

度
に
2
・
7
㌶
減
少
し
た
。

③
24
年
度
、
市
全
体
の
耕
作

放
棄
地
は
1
0
9
・
8
㌶
、

田
富
2
・
9
㌶
、
玉
穂
6
・

9
㌶
、
豊
富
1
0
0
㌶
。
高

齢
化
が
主
要
因
。
田
富
・
玉

穂
は
、
平
坦
で
管
理
し
や
す

い
た
め
少
な
い
。

④
雑
草
繁
茂
の
確
認
時
に
通

知
し
、
草
刈
等
で
解
消
し
て

い
る
。
公
告
・
勧
告
ま
で
は

行
っ
て
い
な
い
。
毎
年
、
11

月
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

現
状
確
認
、
営
農
推
進
な
ど

に
向
け
地
道
に
努
力
し
て
い

る
。

⑤
23
年
度
、
田
富
地
区
で
遊

休
ハ
ウ
ス
1
、
4
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
を
解
消
。
県
事
業

と
し
て
、
浅
利
地
区
は
8
、

7
0
5
平
方
メ
ー
ト
ル
を
解

消
、
桃
と
酒
造
用
ぶ
ど
う
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
る
。
シ
ル

ク
の
里
振
興
公
社
は
、

6
7
8
平
方
メ
ー
ト
ル
を
借

り
入
れ
耕
作
し
て
い
る
。

⑥
認
定
農
業
者
の
27
年
度
目

標
1
4
6
人
、
25
年
度
認
定

は
1
3
6
人
、
達
成
率
は
93

・
15
％
。

⑦
24
年
、
シ
ル
ク
の
里
振
興

公
社
と
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
が
、

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

に
な
っ
た
。
利
用
権
設
定
は
、

24
年
度
93
件
、
今
年
度
は
11

月
25
日
現
在
35
件
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員

10

安定した健全財政を目指す

消費税増税に伴う
本市財政への影響は

小池　章治 議員

土
地
改
良
区
と
協
議
し
て

新
た
な
設
置
と
利
用
は
可
能

か
ん
が
い
用
水
の
新
た
な
定
置
配
管

設
置
と
地
域
給
水
栓
の
使
用
状
況
は

議
員

福
田
　
清
美

は
、
計
画
中
を
含
め
実
行
で

き
た
と
思
っ
て
い
る
。

②
中
央
市
の
未
来
に
向
か
っ

て
、
こ
こ
か
ら
数
年
が
最
も

大
切
な
時
期
と
認
識
し
て
お

り
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
農

業
、
商
工
業
の
振
興
、
防
災

対
策
等
の
一
層
の
充
実
が
責

務
と
考
え
、
出
馬
の
決
意
を

し
た
。
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支出を精査し
増収に努める

26年度の予算編成は

河西　茂 議員
図上訓練のようす

危険な空き家

総
務
部
長
　
釜
無
川
左
岸
の

決
壊
の
危
険
、
数
千
人
の
避

難
を
想
定
。
山
梨
大
学
が
開

発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

効
率
的
な
情
報
の
伝
達
や
共

有
化
が
図
れ
る
か
訓
練
し
た
。

分
庁
舎
間
お
よ
び
県
や
関
係

機
関
と
の
情
報
伝
達
、
電
子

地
図
上
で
の
情
報
共
有
で
、

市
民
へ
の
災
害
支
援
を
迅
速

に
対
応
で
き
る
こ
と
が
検
証

さ
れ
た
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員

実
効
性
あ
る
方
策
を
模
索

空
き
家
対
策
は

議
員

設
楽
　
愛
子

問質般一

河
西
議
員
　
自
主
財
源
が
増

え
る
要
素
は
少
な
く
、
国
か

ら
の
交
付
金
お
よ
び
地
方
交

付
税
の
縮
減
傾
向
が
つ
づ
く

中
、
今
以
上
の
財
政
改
革
が

望
ま
れ
る
。

①
予
算
編
成
で
重
点
配
分
す

る
事
業
、
縮
小
す
る
事
業
は
。

②
新
た
な
自
主
財
源
確
保
の

施
策
は
。

③
経
常
収
支
比
率
向
上
の
施

策
は
。

市
長
　
②
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
の
設
置
場
所
と
し
て
、
公

共
施
設
の
屋
根
貸
し
を
考
え

て
い
る
。
中
央
市
南
部
土
地

区
画
整
理
事
業
か
ら
引
き
継

い
だ
、
環
状
線
沿
い
の
2
、

8
7
2
平
方
メ
ー
ト
ル
の
貸

地
活
用
等
も
検
討
し
て
い
る
。

総
務
部
長
　
①
3
月
に
は
市

長
選
が
あ
る
た
め
、
当
初
予

算
は
骨
格
予
算
と
な
る
。
6

月
補
正
に
お
い
て
政
策
的
経

費
を
追
加
す
る
。
収
納
対
策

強
化
、
普
通
財
産
の
売
却
や

活
用
、
物
件
費
の
前
年
対
比

95
％
以
下
へ
削
減
、
委
託
料

や
扶
助
費
の
抑
制
な
ど
に
努

め
る
。

③
人
件
費
や
物
件
費
の
削
減
、

市
税
な
ど
自
主
財
源
の
収
納

率
向
上
等
で
増
収
に
努
め
る
。

河
西
議
員
　
10
月
20
日
、
河

川
の
増
水
に
よ
る
浸
水
・
氾

濫
を
想
定
し
た
、
広
域
的
な

図
上
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

内
容
と
成
果
は
。

設
楽
議
員
　
少
子
高
齢
化
や

独
居
者
の
増
加
で
空
き
家
が

増
え
て
い
る
。
景
観
の
悪
化
、

不
審
者
の
侵
入
だ
け
で
な
く
、

老
朽
化
で
倒
壊
や
火
災
も
心

配
さ
れ
る
。

①
空
き
家
の
現
状
と
実
態
調

査
へ
の
考
え
は
。

②
「
空
き
家
住
宅
情
報
バ
ン

ク
」
の
構
築
は
。

③
撤
去
、
解
体
へ
の
助
成
措

置
は
。
地
域
活
性
化
の
施
設

へ
の
改
修
に
は
工
事
費
の
補

助
を
実
施
し
て
は
。

④
適
正
管
理
に
対
す
る
条
例

制
定
は
。

市
長
　
①
20
年
度
調
査
で
、

住
宅
総
数
の
約
15
・
1
％
、

2
、
0
9
0
戸
が
空
き
家
。

こ
の
内
、
一
般
住
宅
は

4
2
0
戸
。
発
生
要
因
の
把

握
を
始
め
、
調
査
内
容
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
等
、
実
施
を

含
め
検
討
す
る
。

③
他
の
自
治
体
や
国
の
動
向

を
注
視
・
検
討
す
る
。

④
先
進
事
例
を
研
究
し
検
討

し
た
い
。

農
政
観
光
部
長
　
②
22
年
度
、

空
き
家
バ
ン
ク
設
置
要
綱
を

制
定
し
、
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
提
供
者
を
募
っ
た
が
、

登
録
希
望
は
な
か
っ
た
。
啓

蒙
に
努
め
た
い
。

設
楽
議
員
　
①
行
政
管
理
栄

養
士
の
配
置
は
。

②
減
塩
食
の
啓
蒙
と
推
進
は
。

③
地
域
に
密
着
し
た
保
健
補

導
員
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導

入
は
。

市
長
　
①
従
来
の
臨
時
的
な

雇
用
の
栄
養
士
に
加
え
、
必

要
な
体
制
整
備
を
視
野
に
入

れ
て
検
討
す
る
。

保
健
福
祉
部
長
　
②
生
活
習

慣
病
、
特
に
高
血
圧
に
減
塩

対
策
は
不
可
欠
。
講
習
会
、

減
塩
レ
シ
ピ
推
奨
、
食
育
な

ど
従
来
の
取
り
組
み
を
一
層

強
化
し
た
い
。

③
本
市
に
は
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
、
食
生
活
改
善

推
進
員
会
と
愛
育
会
が
あ
る
。
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福祉タクシー利用券

自主組織と連携して
取り組む

災害対策は

田中　輝美 議員

充
に
つ
い
て
も
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
23
年
度

は
、
1
4
1
人
の
利
用
申
請

に
各
24
枚
を
交
付
、
利
用
率

は
36
・
6
％
、
1
、2
3
7
枚
。

24
年
度
は
、
1
3
2
人
の
申

請
、
利
用
率
は
35
・
4
％
、

1
、
1
2
3
枚
。
今
年
度
は
、

1
2
4
人
に
交
付
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
河
西
　
茂
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

県
と
連
携
し
対
策
を
講
ず
る

貧
困
の
連
鎖
を
断
つ

「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
」
は

議
員

名
執
　
義
　

田
中
議
員
　
①
災
害
時
要
援

護
者
の
登
録
、
申
請
状
況
は
。

実
効
性
あ
る
避
難
支
援
体
制

の
構
築
は
。

②
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と

支
援
体
制
は
。
資
機
材
の
備

蓄
補
助
金
事
業
の
継
続
は
。

総
務
部
長
　
①
登
録
は
1
、

1
0
9
人
。
民
生
委
員
や
自

主
防
災
会
、
消
防
団
に
名
簿

を
配
布
。
迅
速
に
避
難
で
き

る
体
制
整
備
と
信
頼
関
係
の

構
築
が
重
要
。
総
合
防
災
訓

練
へ
の
対
象
者
の
参
加
拡
充

を
図
り
た
い
。

②
76
の
自
主
防
災
組
織
が
活

動
し
て
い
る
。
防
災
力
の
向

上
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が

重
要
。
11
月
に
は
、
80
人
が

集
い
、
養
成
講
座
を
実
施
し

た
。
現
在
、
防
災
士
取
得
を

目
指
し
、
市
民
3
人
が
講
義

に
参
加
し
て
い
る
。
防
災
訓

練
の
テ
キ
ス
ト
配
布
、
先
進

事
例
の
紹
介
・
資
料
提
供
等

の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

38
の
自
主
防
災
会
に
資
機
材

の
整
備
補
助
を
実
施
し
た
。

規
定
に
よ
り
今
年
度
の
7
団

体
へ
の
補
助
金
交
付
で
終
了

す
る
。

田
中
議
員
　
①
近
年
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
状
況
は
。

②
対
象
者
の
拡
大
、
一
人
あ

た
り
の
発
行
枚
数
の
拡
充
は
。

市
長
　
②
現
在
、
県
の
補
助

要
綱
に
対
し
、
初
乗
り
料
金

の
上
乗
せ
と
単
独
事
業
と
し

て
、
精
神
障
が
い
者
の
1
・

2
級
を
対
象
と
し
て
拡
大
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
拡

名
執
議
員
　
25
年
6
月
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
成
立
し
た
。

学
習
機
会
に
関
す
る
指
標
お

よ
び
経
済
的
指
標
の
調
査
と

公
表
、
改
善
に
向
け
た
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
本
市
の
経
済
格
差
に
よ
る

就
学
状
況
や
貧
困
率
の
状
況

は
。

②
本
市
の
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
実
施
計
画
は
。

③
就
学
援
助
を
使
い
や
す
く

す
る
施
策
は
。

④
若
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

は
。

⑤
親
の
Ｄ
Ｖ
や
依
存
症
な
ど

か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
対
策
は
。

市
長
　
②
貧
困
家
庭
に
育
つ

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。

山
梨
県
の
貧
困
対
策
の
実
施

計
画
を
基
に
県
と
連
携
し
て

貧
困
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
25
年
1

月
1
日
現
在
、
17
歳
以
下
の

貧
困
率
は
16
・
8
％
、
ひ
と

り
親
世
帯
は
91
・
9
％
。

④
市
で
は
若
者
の
就
労
支
援

に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
山
梨
労
働
局
の
支
援
策
を

活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
就

労
支
援
員
の
相
談
受
付
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。
国
は
「
若

者
雇
用
戦
略
」
を
策
定
し
、

社
会
全
体
で
若
者
を
支
援
す

る
。
市
と
し
て
も
必
要
な
支

援
体
制
を
研
究
し
て
い
く
。

⑤
中
央
市
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
巡
視
・
家
庭

訪
問
で
の
見
守
り
や
支
援
を

検
討
し
、
家
庭
が
危
険
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
児
童
相

談
所
へ
の
一
時
保
護
を
依
頼

す
る
な
ど
、
切
れ
目
な
い
支

援
に
努
め
て
い
る
。

教
育
長
　
①
市
の
高
校
進
学

率
は
98
・
1
％
、
要
保
護
世

帯
お
よ
び
準
要
保
護
世
帯
で

は
92
・
1
％
。
大
学
進
学
率

は
確
認
で
き
な
い
。
23
年
度

の
全
県
調
査
で
は
、
3
人
が

経
済
的
理
由
で
高
校
を
中
退

し
て
い
る
。

③
小
学
校
で
8
・
4
％
の

1
4
5
人
、
中
学
校
で
9
・

9
％
の
88
人
に
就
学
費
を
援

助
し
て
い
る
。
支
援
を
使
い

や
す
く
す
る
た
め
、
三
者
懇

談
等
の
機
会
を
通
じ
対
応
し

て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
河
西
　
茂
議
員



木
下
議
員
　
①
公
立
保
育
園

の
充
実
は
。

②
学
童
保
育
の
対
象
児
童
の

6
年
生
へ
の
引
き
上
げ
は
。

市
長
　
①
幼
保
連
携
型
認
定

子
ど
も
園
等
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
。

保
健
福
祉
部
長
　
②
年
齢
を

引
き
上
げ
て
も
定
員
内
で
運

営
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

木
下
議
員
　
①
リ
ニ
ア
路
線

が
田
富
北
小
学
校
に
か
か
っ

て
い
る
。
交
渉
の
方
針
は
。

②
工
事
や
走
行
時
の
騒
音
調

査
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

③
実
験
線
の
見
学
ツ
ア
ー
を

提
案
す
る
。

市
長
　
①
事
前
に
関
係
者
の

意
見
を
総
合
し
交
渉
す
る
。

②
詳
細
調
査
を
要
求
し
、
独

自
の
対
応
策
も
検
討
す
る
。

③
現
時
点
で
は
難
し
い
。
走

行
時
間
が
事
前
に
分
か
っ
て

き
た
時
点
で
検
討
し
た
い
。

木
下
議
員
　
国
は
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
を
市
町
村
の
支

援
事
業
に
移
管
す
る
方
針
。

制
度
改
悪
に
反
対
は
。

市
長
　
現
時
点
で
内
容
は
不

透
明
。
動
向
を
注
視
す
る
。

制
度
の
持
続
可
能
性
が
最
優

先
。
反
対
は
難
し
い
。

木
下
議
員
　
来
年
度
か
ら
、

支
所
数
に
応
じ
て
地
方
交
付

税
が
加
算
さ
れ
る
。
今
後
の

財
政
運
営
へ
の
影
響
は
。

総
務
部
長
　
現
時
点
で
未
知

数
。
減
収
対
策
に
努
め
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員
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質の高い保育を提供する

子ども・子育て
新システムは

木下　友貴 議員

保育のようす（豊富保育園）

問質般一

総
務
教
育
常
任
委
員
会

合
併
特
例
事
業
債
の
充
当
事
業
に
つ
い
て

▼
行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

　
理
に
関
す
る
条
例
制
定

〈
総
務
課
〉

問
　
部
制
を
廃
止
す
る
4
月
以
降
の
玉
穂
庁
舎
、
豊

富
庁
舎
の
庁
舎
管
理
者
は
。

答
　
玉
穂
庁
舎
、
豊
富
庁
舎
に
庁
舎
管
理
者
を
置
く
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

〈
危
機
管
理
室
〉

問
　
防
災
士
養
成
講
座
受
講
負
担
金
、
受
講
者
3
人

の
資
格
取
得
は
。

答
　
県
内
68
人
が
受
講
し
48
人
が
受
験
。
結
果
は
受

験
者
に
直
接
通
知
さ
れ
、
市
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
市
内
設
置
の
雨
量
計
と
気
象
庁
甲
府
気
象
台
と

の
関
連
は
。

答
　
雨
量
計
は
田
富
庁
舎
屋
上
と
関
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
横
に
あ
る
消
防
小
屋
に
市
が
設
置
し

た
も
の
。
気
象
庁
と
は
関
連
し
な
い
。

〈
財
政
課
〉

問
　
合
併
特
例
事
業
債
の
玉
穂
保
育
園
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
事
業
の
内
容
は
。

答
　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
園
児
の
受
け
入
れ
を
、
玉
穂

保
育
園
に
一
元
化
す
る
た
め
の
整
備
。

問
　
入
園
を
希
望
し
て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
園

児
へ
の
対
応
は
。

答
　
玉
穂
保
育
園
の
み
で
受
け
入
れ
、
在
園
児
は
転

園
を
お
願
い
す
る
。
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保
育
園
に
通
園
し
て
い
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
園
児
数
は

東
花
輪
川
地
区
総
事
業
費
と
今
後
の
事
業
予
定
は

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
4
号
）

〈
建
設
課
〉

問
　
優
美
堂
前
交
差
点
改
良
工
事

の
、
設
計
や
工
事
管
理
区
分
な
ど

県
と
の
協
議
は
。

答
　
改
良
は
冠
水
対
策
の
た
め
Ｖ

Ｓ
側
溝
の
新
設
工
事
。
設
計
で
は

県
発
注
の
県
道
部
分
Ｖ
Ｓ
側
溝
工

事
が
完
了
し
、
そ
の
基
礎
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
。
県
と
市
の
工
事
管

理
区
分
は
、
道
路
幅
員
を
も
と
に

分
け
て
い
る
。

〈
農
政
課
〉

問
　
東
花
輪
川
地
区
の
1
期
目
を

含
む
総
事
業
費
一
覧
表
の
提
出
と
、

今
後
の
事
業
予
定
は
。
県
営
湛
水

防
除
事
業
排
水
機
場
は
完
成
し
稼

働
可
能
か
。

答
　
一
覧
表
は
後
日
提
出
。
今
回

の
補
正
要
求
は
、
シ
ー
ル
ド
工
法

に
よ
る
工
事
個
所
上
流
部
に
係
る

負
担
金
。
来
年
度
に
㈱
ミ
ツ
ウ
ロ

コ
内
を
改
修
し
事
業
完
了
。
排
水

機
場
稼
働
は
可
能
で
25
年
度
予
算

に
費
用
を
計
上
。

〈
商
工
観
光
課
〉

問
　
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
指
定

管
理
料
の
、
当
初
見
込
み
と
の
差

の
原
因
は
。

答
　
電
気
料
金
は
、
電
力
量
料
金

の
夏
季
が
14
円
79
銭
か
ら
17
円
16

銭
に
、
そ
の
他
季
が
13
円
69
銭
か

ら
16
円
6
銭
に
な
っ
た
。
下
水
道

使
用
料
の
料
金
変
更
、
水
道
使
用

料
も
料
金
の
変
更
が
あ
り
、
増
の

原
因
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
4
号
）

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問
　
市
立
6
保
育
園
に
通
園
し
て

い
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
園

児
数
は
。

答
　
22
人
の
園
児
が
通
園
し
て
い

る
。

問
　
玉
穂
保
育
園
以
外
の
通
園
児

に
玉
穂
保
育
園
へ
の
転
園
を
促
す

と
し
て
い
る
が
、
通
園
の
対
応
は
。

答
　
従
来
の
通
園
方
法
で
お
願
い

す
る
。

〈
環
境
課
〉

問
　
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業
の
補

助
限
度
額
は
。
ま
た
、
田
富
・
玉

穂
地
域
の
市
街
化
調
整
区
域
に
住

宅
新
築
の
場
合
も
助
成
対
象
か
。

答
　
補
助
限
度
額
は
5
人
槽
で
33

万
2
千
円
、
6
〜
7
人
槽
で
41
万

4
千
円
、
8
人
槽
以
上
で
54
万
8

千
円
。
田
富
・
玉
穂
地
域
は
助
成

対
象
外
。

問
　
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業
は
、

豊
富
地
域
の
農
業
集
落
排
水
に
接

続
が
困
難
な
場
合
に
助
成
対
象
。

田
富
・
玉
穂
地
域
の
市
街
化
調
整

区
域
も
、
公
共
下
水
道
が
未
整
備

の
た
め
助
成
対
象
に
な
る
の
で
は
。

答
　
豊
富
地
域
は
事
業
が
完
了
。

田
富
・
玉
穂
地
域
は
、
全
区
域
が

公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
区
域
で

現
在
も
整
備
中
で
、
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
が
原
則
。
今
後
、
流
域

下
水
道
の
全
体
計
画
の
中
で
助
成

も
検
討
す
る
。

食物アレルギーのパンフレット

完成した排水機場（大田和）
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佐
久
市
が
誕
生
し
た
昭
和
36

年
当
時
、
脳
卒
中
死
亡
率
は
全

国
で
も
ト
ッ
プ
水
準
で
あ
っ
た

が
、
一
部
屋
暖
房
運
動
、
減
塩

運
動
の
展
開
、
市
立
浅
間
総
合

病
院
と
連
携
し
た
健
康
事
業
の

充
実
等
を
通
し
て
、
予
防
と
早

期
発
見
に
努
め
た
結
果
、
大
き

く
脳
卒
中
死
亡
率
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
保
健
活
動
は
保
健
師
と

一
緒
に
な
っ
て
、
住
民
の
健
康

に
対
す
る
意
識
の
盛
り
上
げ
を

支
え
て
い
る
住
民
の
自
発
的
な

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
「
保
健
補

導
員
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
で

あ
る
食
生
活
改
善
推
進
委
員
は
、

食
生
活
の
改
善
に
絞
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
2

つ
の
住
民
組
織
と
医
療
側
の
活

動
お
よ
び
佐
久
市
が
実
施
し
て

い
る
53
の
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え

る
高
齢
者
対
策
事
業
が
、
健
康

長
寿
実
現
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

◆
総
務
教
育
常
任
委
員
会

・
第
1
日

千
葉
県
浦
安
市

災
害
時
に
お
け
る
要
支
援
者
の
救
護
対
策

・
第
2
日

千
葉
県
佐
倉
市

特
色
あ
る
防
災
活
動
の
取
り
組
み（
自
主
防
災
組
織
の
活
動
）

視
察
先

日
　
程

平
成
25
年
11
月
11
日
（
月
）
〜
12
日
（
火
）

行政視察研修報告

◆
厚
生
常
任
委
員
会

長
野
県
佐
久
市

「
Ｐ
Ｐ
Ｋ（
ピ
ン
・
ピ
ン
・
コ
ロ
リ
）や
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
、老
人
医
療
費
削
減（
抑
制
）や
今
後

の
保
健
・
医
療
・
福
祉
」

視
察
先

日
　
程

平
成
25
年
11
月
7
日
（
木
）

行政視察研修報告

第
1
日
　
浦
安
市

　
浦
安
市
は
東
日
本
大
震

災
の
と
き
発
生
し
た
液
状

化
等
に
よ
り
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
過
去

の
被
害
も
踏
ま
え
「
要
援

護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
要
支
援
者
の
範
囲
を
身

体
障
が
い
者
、
要
介
護
者
、

高
齢
者
等
に
定
め
、
要
援

護
者
情
報
の
収
集
等
は
機

関
共
有
、
手
上
げ
、
同
意

等
の
3
方
式
に
よ
り
行
い
、

安
否
、
避
難
支
援
等
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

第
2
日
　
佐
倉
市

　
佐
倉
市
の
中
志
津
自
治

会
6
区
お
よ
び
4
区
の
区

長
が
説
明
す
る
災
害
時
要

援
護
者
の
取
り
組
み
に
関

心
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
6
区
は
災
害
時
要
援
護

者
避
難
体
制
が
充
実
、
活

動
状
況
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
映
、

ま
た
、
消
防
科
学
総
合
セ

ン
タ
ー
理
事
長
賞
の
受
賞

等
先
進
的
で
す
。
名
簿
登

録
は
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で

あ
り
、
自
治
会
と
個
人
が

緊
密
で
す
。

　
4
区
は
災
害
時
等
要
支

援
制
度
を
制
定
し
、
「
隣

近
所
の
底
力
」
等
を
基
本

と
し
て
支
援
活
動
を
行
い
、

「
援
護
・
支
援
関
係
の
メ
モ
」

「
白
い
布
」
を
会
員
に
配

布
し
て
独
自
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
要
援
護
者
支
援
、
自
主

防
災
活
動
等
、
ま
た
市
と

自
主
防
災
会
と
の
連
携
の

重
要
性
を
再
認
識
し
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

中志津自治会区長による説明

佐久市職員による説明
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産
業
土
木
常
任
委
員
会
で
は
、
11
月

11
日
と
12
日
に
岐
阜
県
美
濃
市
お
よ
び

愛
知
県
豊
橋
市
を
訪
問
し
、
地
域
農
業

を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
美
濃
市
で
は
、
食
の
安
全
･
安
心
が

求
め
ら
れ
る
中
、
特
色
あ
る
健
康
に
良

い
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
地
域
経

済
の
振
興
･
地
域
の
活
性
化
･
住
民
の

健
康
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
市
と
包
括

協
定
を
結
ぶ
岐
阜
大
学
で
開
発
さ
れ
た

新
規
野
菜
赤
色
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
の
産
・

学
・
官
の
協
働
に
よ
る
、
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
の
生
産
と
6
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
豊
橋
市
で
は
、
全
国
有
数
の
農
業
大

産
地
の
地
位
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の

担
い
手
不
足
、
遊
休
農
地
の
増
加
な
ど

農
業
の
衰
退
化
が
懸
念
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
農
業
・
農
業
関
連
企
業
・
食

品
産
業
・
研
究
機
関
・
行
政
機
関
・
そ

の
他
異
業
種
が
連
携
し
、
生
産
技
術
・

商
品
開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
等
、
新
し
い

価
値
の
創
造
に
よ
り
地
域
農
業
の
振
興

を
図
る
た
め
の
食
農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

推
進
計
画
に
よ
る
農
業
の
み
な
ら
ず
、

工
業
・
商
業
を
含
む
地
域
産
業
全
体
の

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
研
修
し

ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
両
市
と
も
、
地
域
全
体
で

地
域
産
業
の
活
性
化
へ
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
参
考
と
な
っ
た
研
修
会
で
し
た
。

・
第
1
日

岐
阜
県
美
濃
市（
特
産
品
の
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

・
第
2
日

愛
知
県
豊
橋
市（
地
域
農
業
の
活
性
化
）

視
察
先

◆
産
業
土
木
常
任
委
員
会

日
　
程

平
成
25
年
11
月
11
日
（
月
）
〜
12
日
（
火
）

行政視察研修報告

田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
移
管
に
向
け
た

対
応
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ

◆
産
業
土
木
常
任
委
員
会

日
　
程

平
成
25
年
11
月
7
日
（
木
）

閉
会
中
の
常
任
委
員
会
調
査
・
研
究
報
告

ブランド野菜の説明を聞く（美濃市）

田富よし原処理センターの勉強会のようす

早
急
に
諸
問
題
を
解
決
さ
れ

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
！

　
産
業
土
木
常
任
委
員
会
で
は
、

長
年
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る

田
富
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設

へ
の
下
水
流
入
管
渠
の
現
状
と
移

管
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
昭
和
52
年
度
よ

り
3
企
業
と
市
の
応
分
の
負
担
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
か
ら
約
32
年
経
過
し
て

お
り
、
管
渠
か
ら
の
不
明
水
の
流

入
や
施
設
全
体
の
老
朽
化
な
ど
か

ら
、
平
成
22
年
に
市
長
か
ら
、
よ

し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
特
別
審
議
会

に
3
企
業
所
管
の
下
水
管
の
移
管

に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
23
年
2
月
に
は
、
地
域
住
民
の

安
全
性
と
維
持
管
理
の
面
か
ら
も
、

管
渠
を
市
に
移
管
す
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
方
向
性
が
見
え

て
い
な
い
状
況
か
ら
現
状
の
説
明

を
受
け
、
委
員
会
と
し
て
も
早
急

に
諸
問
題
を
解
決
さ
れ
、
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
を
す
べ
き
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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議会の動き
中巨摩広域組合議会9月定例会
三郡衛生組合議会第2回定例会
大畠山外七字恩賜県有財産保護組合議会定例会
西日向外三山恩賜県有財産保護組合議会定例会
議会改革推進委員会
山梨県市議会議長会定期総会
議会広報編集委員会
3大まつり検討委員会
中央市戦没者慰霊祭
議会改革推進委員会
後期高齢者医療広域連合議会定例会
厚生常任委員会閉会中の勉強会

1日

8日

10日
11日
15日

21日
25日

31日

10月
厚生常任委員会行政視察研修
総務教育常任委員会視察研修（1日目）
産業土木常任委員会視察研修（1日目）
総務教育常任委員会視察研修（2日目）
産業土木常任委員会視察研修（2日目）
中央市リニア活用推進懇話会
一般質問通告調整会議
議会改革推進委員会
2市1町正副議長・事務局会議
峡中地区戦没者遺族大会

7日
11日

12日

18日
20日
22日

26日

稲穂まつり
議会広報編集委員会
議会改革推進委員会先進地視察
議会運営委員会
産業土木常任委員会閉会中の勉強会

3日
5日

6日
7日

11月
3日

10日
20日
25日

26日

議会運営委員会
3大まつり検討委員会
第4回定例会開会
第4回定例会閉会
三郡衛生組合議会第3回定例会
甲府地区広域行政事務組合議会12月定例会
東八代広域行政事務組合議会定例会

12月

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

3月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に傍聴においでください。平成26年3月定例会の予定

午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

開会
総務教育常任委員会
厚生常任委員会
産業土木常任委員会
一般質問

（火）
（水）
（木）
（金）
（月）

25日
26日
27日
28日
3日

2月

3月

午前10時
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午後2時

一般質問
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
閉会

（火）
（木）
（金）
（月）
（水）

4日
6日
7日
10日
12日

3月

市議会は、年4回の定例会と必要に応じて臨時会が開かれます。
本会議には条例の制定や改廃、予算などが議案として提出され、提案説明や質疑など
が行われた後、関係する常任委員会で審査し、再び本会議において討論、採決などを
経て決定されます。
また、議員が市政に対する一般質問を行うのもの本会議です。
議員の議会活動や市政の方針などを知る最も身近な方法です。
本会議の当日、議場傍聴席入口で住所・氏名を記入していただくだけで傍聴ができます。
なお、本会議の傍聴者定員は36人です。

市議会を傍聴してみませんか

欠員に伴う中央市議会議員補欠選挙は、3月16日（日）に告示、3月23日（日）が投票日です。
一人ひとりの意思を市政に反映させるため、貴重な一票を投じましょう。

市議会議員補欠選挙
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若宮

杉本　濱代

介護保険を利用して

　中央市に移り住み4度目の正月を迎えました。
今まで大病なく「一病息災」で過ごしてまいりました。
美しい富士山が好きなだけ見え、買い物、乗り物、病
院と便利な町で安心して過ごしてきました。
　ところが、平成24年11月、夫が突然倒れ山梨
医大病院に入院、約10日ほどで退院となりまし
たが、今までの生活は一変しました。
　寝たきり状態で体を起こす、寝返りとすべて
介助が必要で、私1人ではどうにもならず、玉
穂庁舎の包括支援センターに連絡し、早速介護
保険を利用することになりました。
　調査委員が訪れ、認定が決まるまで少し時間
がかかるが、できるだけ早くすると話され、3
週間ほどで決定してケアマネージャーに連絡、
介護に必要なリハビリ器具や入浴等手配し、12
月より利用できました。
　夫も、私も大助かりです。こんなにすばらし
い保険をありがたく利用させていただいています。
あれから1年、おかげさまで自力で杖歩行が50
歩ほどできるようになり、車椅子で外出しバス
に乗り、県立中央病院に行くまで回復しました。
現在要介護3ですが、次は要支援目指してがん
ばります。

　仕事の関係で山梨の中央市に移住して、早い
もので28年になります。
　以来仕事とさまざまな用件で年に十数回故郷
の新潟と山梨を行き来しています。
　厳冬期の降雪の時期に、中央道と関越道を経
由しての移動は大変だなと思われがちですが、
子どものころから雪国の生活に慣れているためか、
雪道や踏み固まり凍結した路面の運転は、あま
り苦になりません。しかし毎日の除雪が日課の
ようになっていたころに比べ、齢を重ねるごと
の身体への負担を考えると、今の生活には安心
感を覚えます。
　その分新潟は、夏は過ごしやすく、山梨に移
住した当初は、盆地特有の蒸し暑さには閉ロし
ましたが、今では大分なれてきました。
　中央市は、近い将来のリニアの開通により一
層の発展が期待できますが、反面自然環境の破
壊や磁気による健康被害等、一抹の不安がぬぐ
い去れません。が、盆地のほぼ中央に位置し、
豊かな水と自然環境に恵まれ、ショッピングセ
ンターや医療・公共施設等も集散しており、生
活する上での利便性は高く評価しております。

臼井阿原

竹内　忠秀

新潟から山梨へ

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委　員　長　　田中　輝美
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　河西　　茂　名執　義
　　　　　　小池　満男　福田　清美

編　集　後　記

　木々が芽吹き始めると、里から眺めた春の山々は
「山笑う」やわらかな色に染まります。
　議員の役割は、市民の代弁者として市政運営のチ
ェックをし、市民にとって大切な条例や請願を審議
し、策定していく事にあります。
　目指すべきは次世代に希望が持てる社会、子ども
たちや弱者が一番大切にされる社会を作ること、そ
のために政治はあるべきと考えています。
　市民の相談相手になって真心を尽くしたか。市民
と付き合って嘘をついていないか。市民に自分が十

分理解できていないことを伝えたり、教えたりして
いないか。毎日何回も自分の行いを反省するという
曾子の言葉「吾日三省吾身」を胸に刻みながら、議
会だよりの編集に取り組んでいます。

［名執義　］
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